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次号91号の発行は2017年12月1日です

M
ミ ズ
s. は女性を総称し、スクエアは広場や広報を
意味しています。
アイレック（ILEC）とは、
Information（情報）・Learning（学習）
Exchange（交流）・Consultation（相談）
の頭文字をとった「清瀬市男女共同参画センター」
の愛称です。

皆様の声募集中
　「Ms.スクエア」は公募による市民の編
集委員6人が企画編集して発行している
情報誌です。90号はいかがでしたか？ご
意見、ご感想、今後取り上げてほしいテー
マなどを、郵送・FAXでアイレックまでお
寄せください。 清瀬駅

至池袋至所沢

け
や
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小
金
井
街
道
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清瀬市男女共同
参画センター

けやき
ホール

「Ms. スクエア」の音訳ＣＤを作成しています。ご希望の方は、男女共同参画センターへご連絡ください。

　

今
や
時
代
は
、
多
様
な
働
き
方
・
生
き
方
を

求
め
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
仕
事
も
生
活
も

個
人
の
生
活
も
充
実
さ
せ
た
い
。
で
も
実
際
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
平
成
27
年
雇
用
均
等
基
本
調

査(

厚
生
労
働
省)

に
よ
る
と
、
女
性
の
育
児

休
業
取
得
率
81
・
５
％
に
対
し
、
男
性
は
２
・

65
％
と
非
常
に
低
く
、
ま
だ
男
性
の
育
休
取
得

は
難
し
い
こ
と
が
解
り
ま
す
。

　

現
実
社
会
の
厳
し
い
状
況
の
中
、
働
き
盛
り

の
男
女
が
『
希
望
』（
図
表
１
）
と
す
る
生
活

で
は
、
28
・
７
％
が｢

仕
事
と
家
庭
生
活
を
と

も
に
優
先｣

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
男
性

だ
け
見
て
も
32
・
７
％
が
両
立
を
望
ん
で
い
ま

す
。

　

し
か
し
『
現
実
』（
図
表
２
）
に
は
、
男
性

の
36
・
９
％
が｢

仕
事
を
優
先｣

で
あ
り
、
女

性
の
36
％
は｢

家
庭
生
活
を
優
先｣

も
し
く
は
、

16
・
１
％
が｢

仕
事
を
優
先｣

と
、
ど
ち
ら
か

を
選
択
し
て
い
ま
す
。

　

男
性
の
意
識
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
今
、
職
場

環
境
の
整
備
が
問
わ
れ
ま
す
。
休
業
を
取
得
す

る
に
は
「
職
場
に
取
得
し
や
す
い
雰
囲
気
が
あ

る
」
73
・
８
％
、｢

上
司
や
同
僚
な
ど
の
理
解

や
協
力
が
あ
る｣

70
・
６
％
と
、
と
も
に
多
く

の
人
が
、
必
要
だ
と
望
ん
で
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
実
現
す
る

社
会
と
は
、
法
律
の
整
備
や
公
的
な
支
援
は
も

と
よ
り
、
社
会
全
体
と
個
々
の
意
識
改
革
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。�

��

（
川
村
）

『
清
瀬
市
男
女
平
等
に
関
す
る
意
識
・
実
態
調
査
』

…
平
成
28
年
10
月
、
市
内
在
住
の
市
民
１
０
０
０
人

に
実
施
。
有
効
回
収
率
40
・
８
％
。
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☗ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について 

❖ 「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖ ワーク・ライフ・バランス実現のために必要なこと 
 

  

仕事

5.9

4.7

7.1

家庭

生活

22.5

25.0

19.6

地域・個人

の生活

3.2

2.5

4.2

仕事と

家庭生活

28.7

25.8

32.7

仕事と地域・

個人の生活

4.7

3.8

6.0

家庭生活と地域

・個人の生活

11.5

13.1

9.5

仕事と家庭生活と

地域・個人の生活

15.2

16.1

14.3

無回答

8.3

8.9

6.5

全体(n=408)

女性(n=236)

男性(n=168)

希望
単位:％

仕事

24.8

16.1

36.9

家庭

生活

25.7

36.0

11.9

地域・個人

の生活

3.9

3.8

4.2

仕事と

家庭生活

21.1

18.6

24.4

仕事と地域・

個人の生活

2.7

3.4

1.8

家庭生活と地域

・個人の生活

7.8

8.5

7.1

仕事と家庭生活と

地域・個人の生活

4.9

5.9

3.6

無回答

9.1

7.6

10.1

現実
単位:％

満足している

17.9

22.5

11.9

どちらかといえば

満足している

44.4

45.3

42.9

どちらかといえば

満足していない

17.9

14.8

22.6

満足していない

12.3

10.6

14.9

無回答

7.6

6.8

7.7

全体(408)

女性(236)

男性(168)

単位:％

『現実』の状態について満足 『現実』の状態について不満

 「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度について、『希望』としては「仕事と家庭生活をともに優

先」が 28.7％で最も多く、「家庭生活を優先」（22.5％）、「仕事と家庭生活と地域・個人の生活をともに優先」

（15.2％）が続きます。『現実』は「家庭生活を優先」（25.7％）、「仕事を優先」（24.8％）がともに多く、「仕

事と家庭生活をともに優先」（21.1％）が続いています。『希望』と『現実』が一致（同じ選択肢を回答）し

ているのは全体の 40.7％です。 

 自身の『現実』の状態について、全体の 62.3％が“満足”と回答しています。 

「保育サービスや介護サービスなど

の育児・介護に関する社会的サポート

の充実」が 60.8％で最も多く、「育児

休業、介護休業を取得しやすくするな

ど、職場の両立支援制度の充実」

（49.5％）、「職場の理解やトップの意

識改革」（46.8％）、「男女とも長時間労

働を見直すこと（44.1％）が続きます。

63.6

50.0

47.9

43.6

33.9

32.6

57.1

48.8

46.4

45.2

38.1

21.4

0% 20% 40% 60% 80%

女性(n=236)

男性(n=168)

60.8

49.5

46.8

44.1

35.3

27.9

0%20%40%60%80%

全体(n=408)

※ 回答者全体の上位６項目のみを表記。 

保育サービスや介護サービスなどの育児・
介護に関する社会的サポートの充実 

 

育児休業、介護休業を取得しやすく
するなど、職場の両立支援制度の充実

 

 
職場の理解やトップの意識改革

 

 

男女とも長時間労働を見直すこと

 

 
法律や公的な支援制度の充実 

 

 

男性による家事・育児・介護を
進めること 

10
月
7
日
（土）

午前　　　　　　　　アイレック会議室
10
月
8
日
（日）

午前　　　　　　　　アイレック会議室

【子ども】 「人権かるたをとろう」 【カフェ】 おしゃべりカフェ
午後　　　　　　　　アミューホール 午後　　　　　　　　アミューホール

【映　画】 「飯館村の母ちゃんたち」上映と古居監督トーク 【講演会】 田中俊之さん　講演会
夕方～夜間　　　　　アミューホール アミュービル4階では、登録団体・サポーターによる

展示、バザーを開催します。【音　楽】 ゴスペル　歌︰清瀬ゴスペル

2017（第22回）アイレックまつり（予定）

２０１7（第 22回）アイレックまつりバザー用品提供のお願い
　１０月７日（土）・８日（日）に開催するアイレックまつりでは、実行委員会主催のバザー
を実施します。ご家庭に眠っている不用品がありましたら、バザー用品としての提供を
お願いします。

受付場所：男女共同参画センター（アイレック）
期　　間：9月29 日（金）まで　火～金曜日（9：００～17：00）祝祭日を除く
品　　目：衣類・台所用品・食器等の雑貨

原則として未使用のものをお願いします。食品・家電製品はご遠慮ください。
※バザー売上金は、アイレックまつり運営に伴う費用として活用させていただきます。
お 願 い：お手数ですが、バザー用品はご持参くださいますようお願いいたします。
問 合 せ：男女共同参画センター　☎０４２－４９５－７００２

図表1　「仕事」「家庭」「個人生活」の状況『希望』 図表2　「仕事」「家庭」「個人生活」の状況『現実』

意識調査　　から

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
編
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